
学年

2 年

月
講義形式
学習形態 備考

4 スクーリング
※遠隔者：集中講義

5 スクーリング
※遠隔者：集中講義

6 スクーリング
※遠隔者：集中講義

7 スクーリング
※遠隔者：集中講義

8 ※集中講義

9 スクーリング
※遠隔者：集中講義

10 スクーリング
※遠隔者：集中講義

11 スクーリング
※遠隔者：集中講義

12 スクーリング
※遠隔者：集中講義

1 スクーリング
※遠隔者：集中講義

2 ※集中講義

3

出席 30 ％ 定期試験 ％

レポート 30 ％ 40 ％

参考図書

必要教材（使用予定機材）

授業担当者の実務経験について

木上かおる税理士事務所代表（税理士）として，一般社団法人や特定非営利活動法人（NPO法人）の設立と
運営について取り組む。また，外資系翻訳企業の経理・総務責任者としても勤務した経歴があり，企業の
経理実務に精通している。

予習・復習をしっかりおこなうこと。検定試験を目標において、計画的に
学習すること。

学生からの質問受付E-mailアドレス（可能な場合のみ） 備　考　欄

評定方法

その他（スクーリング、単位修得試験）

指定教科書
・全経簿記能力検定試験 公式テキスト＆問題集 2級工業簿記
　ネットスクール

学習上の留意点

・検定対策
　後期試験

全経簿記検定試験　工簿2級

・標準原価計算
・直接原価計算
・本社工場会計
・特殊原価計算

全経簿記検定試験　工簿2級

・検定対策

・検定対策
　前期試験

全経簿記検定試験　工簿2級

　夏期休暇

・個別原価計算
・総合原価計算

・工業簿記・原価計算の体系
・材料費の計算
・労務費・経費・間接費の計算
・部門別個別原価計算
・総合原価計算
・標準原価計算・直接原価計算の検定対策

講義の目的および概要
この授業では、全国経理学校協会主催簿記能力検定試験2級の工業簿記領域の内容を学習する。
1年の工業簿記からの継続学習科目なので、弱点を補強し、修得レベルを向上させることに目標を置いている。
併せて、将来、日商簿記2級や全経簿記1級をめざすための基礎を固め、知識を得る授業でもある。

講義のテーマ
１．工業簿記・原価計算の体系　２．費目別原価計算および記帳　３．個別原価計算
４．総合原価計算　５．標準原価計算および直接原価計算　６．本社・工場会計　７．特殊原価調査

授業展開・ライセンス取得および指導要領 検定試験の種類

関西経理専門学校　【通信】　2023年度　講義要項

科目名 担当講師名 開講期間

工 業 簿 記 Ⅲ ・ Ⅳ 木 上 か お る
前期Ⅲ
後期Ⅳ


